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1． まえがき 
佐世保高専では，日本技術者教育認定機構（以下，
JABEE と記す）の認定制度に対応した教育プログラム「複
合型もの創り工学」が設定され，このプログラムの下で
の教育が実践されている．｠JABEE における教育プログラ
ムの評価基準には，「学生自身にもプログラムの学習教
育目標に対する自分自身の達成度を継続的に点検させ，
学習に反映させていること」という項目が定義されてい
る．そこで佐世保高専では，この項目を実現するための
具体的な対策として，｠Web を利用したシステムを構築し，
平成 16 年度よりそのシステムを学生に提供して運用・改
善に努めている．本システムを構築するにあたっては，
「学生が教育目標に対する達成度を自主的かつ継続的に
自己点検し，自分自身で学習成果を管理するためのシス
テム」という目標を設定し，システムの設計・開発を行
った．本稿では，本システムの概要とシステム構築後の
継続的な改善等について報告する．｠

2．システムの開発｠
システムの設計段階で重視したのは， 
・任意の時間，任意の場所で利用可能 
・特定の機種，OSに依存しない 
・操作マニュアルを必要としない 
の三つの要件である．最初の二つの要件については，Web
を利用することでほぼ解決できる．しかし，残り一つの
要件の実現は，構築するシステム次第である．つまり画
面を見て操作するだけで処理が完結できるような簡単な
システムである必要がある．ただし，操作する画面に
長々と説明文を表示させては本末転倒であるため，画面
の設計や状態遷移などにおいて，複雑さを極力省いたシ
ステムの開発を心がけた．｠｠

3．システムの概要 

本システムの概要を図 1 に示す．この図に示す通り，
本システムは，学生自身が行う自己点検だけでなく，教
員も各学生の学習成果の達成度が確認できるようになっ
ている．また，設計段階での検討により，本システムの 

 

 
トップ画面では，「自己点検表閲覧」と「自己点検表作
成」という二つのメニューのみが表示され，非常にシン
プルな構成となっている．さらに，図 2に示すように学生
が入力するデータについても，入力データを必要最低限
の項目にしている．入力する項目は，各科目の「修得状
況チェック」，「授業回数」，「欠課回数」，「評価基
準達成度」という４つのデータのみである．また，チェ
ックボックスを多用して，キーボードからの入力は極力
減らすようにしている．  
本システムでは，以上の単純な内容のデータから，以
下に示す図 3から図 6のような様々な内容の出力結果を得
ることができる．これらの図に示すように，未修得の科
目はグレーで網掛け表示し，修得できていない科目が一
目でわかるようにしている．また，JABEE 認定の判定基
準となる資格等の取得状況を前面に表示して，学生の学
習意欲の向上を図っている． 
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図 1．システムの概要 
図 3．自己点検データ出力例１ 

図 2．自己点検データ入力画面 
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4．運用と改善 

昨年度の本システムのアクセス記録を見ると，1 年間に
少ない者で 2回，多い者は 7回利用していることがわかっ
た．学生が本システムを利用するために必要な成績デー
タは，年に 2回提供され，学生はそれを見ながらデータを
入力する．この統計情報を見ると，約４割弱の学生が本
システムを積極的に利用し，自己点検に利用している様
子がうかがえる．しかし，その他の多くの学生が 2回／年

という最低の利用回数しか利用しておらず，本システム
の目的であった「学生が自主的かつ継続的に利用する」
という要件が十分に満足されているとは言い難い結果と
なっている．そこで今年度は，この状況を改善するため
に，自己点検データの表示を変更し，学生に学習成果の
達成度を意識させるような工夫をしている．例えば，
JABEE 認定に対応した佐世保高専の評価基準として，設
定された基準以上の TOEIC の点数，技術士一次試験の合
格の有無，また，佐世保高専の独自の基準として設定し
ている総合試験Ⅰ～Ⅴの合格状況といった項目があり，
もし，これらの基準がクリアできたなら，学生自身がデ
ータ入力画面から該当項目にチェックする．この情報は，
学生に現在の自分自身の学習成果の達成度を意識させる
ためには最も効果的なデータであると考えられ，最初に
目に入るようにすることで刺激を与えるとともに，学習
意欲の向上につながる効果を期待している．実際に本シ
ステムを定期的に利用している学生の利用記録を見ると，
例えば TOEIC の試験の結果が出た後など，設定された教
育目標に対する修了条件をクリアする度に，その都度シ
ステムを利用しているのがわかった．当初は，出力され
る自己点検データとして，単位の修得状況や履修時間の
現状等が確認できることに重点を置いていたため，この
データに関しては，入力時にも閲覧時にもページの一番
下に表示していた．しかし，条件をクリアしていく過程
が確認しやすく，学習目標の達成度を把握させるために
は非常に効果的なデータであると考えられたため，今年
度からページの一番上に表示している．また，これまで
のアンケートの結果より，本システムの入り口が分かり
づらいという回答が寄せられていたため，佐世保高専の
Web サイト内から本システム専用のリンクページを用意
していた．しかし，本システムを利用するという目的以
外にこのページは閲覧することはなく，最低限の回数し
か利用していない学生が多かったのは，そこにも原因が
あったのではないかと考えている．そこで同じく今年度，
就職や進学情報といった，学生が必ず目を通すような情
報と同じ場所に本システムへのリンクを設置した．これ
らの改善により，今年度の本システムの利用状況がどの
ように変化するか経過を見ている． 

5．まとめ 
佐世保高専では，JABEE の教育プログラムの評価基準
に対応した，「学生が自分自身で学習成果を点検するた
めの Web システム」を構築し運用している．このシステ
ムは，操作方法などの説明を必要とせず，画面を見て操
作することにより処理を完結することができる．実際に
年度当初のガイダンス時において，本システムの入口を
説明するだけで，学生は自主的に自らのペースで利用し
ている．本システムの構築にあたって設定した「いつで
もどこでも利用でき，操作マニュアルを必要としないシ
ステム」という設計の目標は達成できた．しかし，本シ
ステムの本来の目的は，「学生が自分自身の学習成果を
自主的かつ継続的に利用するシステム」である．この点
から言えば，本システムは未だ不十分な点が多く，さら
なる改善が必要である．今後も継続的に本システムの評
価と改善を行い，本システムが教育支援のための重要な
ツールとして定着するように努めて行きたい． 

図 4．自己点検データ出力例２ 

図 6．自己点検データ出力例４ 

図 5．自己点検データ出力例３ 
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